
「神の確かな約束」              2018 年 12 月 24 日 

ヘブライ人への手紙 6 章 13 節～20 節 神は、アブラハムに約束をする際に、御自身よ 

り偉大な者にかけて誓えなかったので、御自身にかけて誓い、「わたしは必ずあなたを祝

福し、あなたの子孫を大いに増やす」と言われました。こうして、アブラハムは根気よく

待って、約束のものを得たのです。そもそも人間は、自分より偉大な者にかけて誓うので

あって、その誓いはあらゆる反対論にけりをつける保証となります。神は約束されたもの

を受け継ぐ人々に、御自分の計画が変わらないものであることを、いっそうはっきり示し

たいと考え、それを誓いによって保証なさったのです。それは、目指す希望を持ち続けよ

うとして世を逃れて来たわたしたちが、二つの不変の事柄によって力強く励まされるため

です。この事柄に関して、神が偽ることはありえません。わたしたちが持っているこの希

望は、魂にとって頼りになる、安定した錨のようなものであり、また、至聖所の垂れ幕の

内側に入って行くものなのです。イエスは、わたしたちのために先駆者としてそこへ入っ

て行き、永遠にメルキゼデクと同じような大祭司となられたのです。 

 

「神は、アブラハムに約束をする際に、御自身より偉大な者にかけて誓えなかったので、 

御自身にかけて誓い、『わたしは必ずあなたを祝福し、あなたの子孫を大いに増やす』と

言われました。」人が約束をする時は、反対者を退けるために、自分より偉大な者にかけ

て誓うことによって、約束を保証するのである。神は自分より偉大な者がないので、御自

分にかけて、アブラハムに、「あなたを豊かに祝福し、あなたの子孫を天の星のように、

海辺の砂のように増やそう（創世記 22：17）」と約束された。アブラハムは、神の祝福と

誓いを信じ、根気よく待って、約束のものを得た。アブラハムはサラによってイサクを得

た。神からイサクを焼き尽くす献げ物として献げるように命じられた時、御言葉に従い、

イサクを献げた。アブラハムは神が約束されたことは必ず、実現すると信じたからである。

信じた通り、雄羊が用意され、「主の山に備えあり（イエラエ）」を体験した。イサクは

リベカによってエサウとヤコブを得、ヤコブは二人の妻レアとラケルと二人の女奴隷ジル

パとビルハによって 12 人の男の子が与えられた。この 12 人の子どもがイスラエルの 12 部

族とレビ族の基となった。神の約束は実現したのである。約束されたものを受け継ぐ人々

に、御自分の計画が変わらないものであることを、いっそうはっきり示したいと考え、神

はそれを誓いによって保証された。 

 「著者」は、神が祝福を、誓いをもって保証されたことは、大きな希望だと言う。「目

指す希望を持ち続けようとして世を逃れて来たわたしたちが、二つの不変の事柄によって

力強く励まされるためです」と言っている。神のアブラハムへの祝福の約束は、誓いの保

証を得て、偽りのない不変の事柄となり、私たちは力強く励まされ、私たちの大きな希望

となっている。「わたしたちが持っているこの希望は、魂にとって頼りになる、安定した

錨のようなもので」、不安と恐怖に怯える魂に頼りとなる平安と安定を保証するものであ

る。また、この希望は、「至聖所の垂れ幕の内側に入って行くものなのです」と例えてい

る。至聖所には、年に一度、大祭司しか入れないが、主イエスは、私たちのために先駆者

としてそこへ入って行き、永遠にメルキゼデクと同じような大祭司となられた。主イエス

の後に従い、至聖所に入って行き、神とまみえる喜びに満ちた約束が実現するのである。

「著者」は、大祭司イエスによる確かな約束を力説している。 


